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自転車置場の問題

駅
前
は
自
転
車
の
洪
水

み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う

区民
の
こえ

〝北
千
住
駅
・
竹
の
塚
駅
前
な

ど
の
歩
道
上
に
放
置
し
て
あ
る
自

転
車
、何
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
。歩
く
に
は
不
便
だ
し
、美

観
か
ら
も
、防
災
上
か
ら
も
大
変

危
険
で
す
〟(
一
区
民
か
ら
)

先
日
、前
記
の
よ
う
な
投
書
が
区
役

所
に
届
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

、
今
回
は

自
転
車
置
場
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て

、

み
な
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。最

近
、自
転
車
は
、短
距
離
用
の
交

通
手
段
と
し
て
、通
勤
・
通
学
・
買
物

な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
公
害
で
、気
楽
に
利
用
で
き
る
だ
け

で
な
く
、健
康
増
進
に
も
役
立
つ
た
め
〝自

転
車
ブ
ー
ム
〟と
さ
え
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
足
立
区
で
は
、交
通
機
関
が

不
便
な
こ
と
か
ら
、自
転
車
は
、区
民

の
大
事
な
〝足
〟に
な
っ
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は

三
千
五
百
台

ご
指
摘
の
よ
う
に
、区
内
の
各
駅
周

辺
で
は
、
自
転
車
が
雑
然
と
お
か
れ
、

ま
る
で
、
目
の
前
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ

た
洪
水
の
よ
う
で
す
。ち
な
み
に
、足
立

区
の
主
要
駅
前
に
放
置
し
て
あ
る
自
転

車
の
数
は
、約
三
千
五
百
台
。歩
道
や
広

場
を
占
拠
し
、
歩
行
者
か
車
道
を
歩
か

が
Iる
を
得
な
い
た
め
、
交
通
事
故
を
招

く
こ
と
に
な
り
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
防
災
体
制
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
。

自
転
車
置
場
は

五
か
所
完
成

自
動
車
に
駐

車
場
か
必
要
な
よ
う

に
、
自
転
車
に
も
置
場
が
必
要
で
す
、

し
か
も
、
毎
日
の
よ
う
に
増
え
て
い
く

自
転
車
を
さ
ば
く
に
は
、
そ
れ
相
当
の

置
場
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
区
で
も
次
の
よ
う
に
自

転
車
置
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

〇
完
成
し
た
自
転
車
置
場

綾
瀬
駅
高
架
下
-
千
五
百
台

五
反
野
駅
高
架
下
-
七
百
五
十
台

梅
島
駅
高
架
下
-
四
百
台

西
新
井
駅
環
七
下
―
七
百
台
(
都
建

設
分
)

竹
の
塚
駅
北
側
1

千
二
百
台

ま
た
、北
千
住
駅
西
口
タ
ー
ミ
ナ
ル

付
近
に
は
、
十
二
月
完
成
を
目
途
に
、

置
場
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
置
場
用
地
は
、
国
鉄
・
営
団

地
下

鉄
・
東
武
鉄
道
な
ど
の
用
地
を
借
用
し

て
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

む
ず
か
し
い

こ
れ
か
ら
の
計
画

こ
れ
か
ら
も
、利
用
者
の
た
め
に
股

置
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、置
場

は
駅
周
辺
に
段
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

用
地
確
保
難
の
た
め
、な
か
な
か
思
う

よ
う
に
は
計
画
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、す
で
に
完
成
し
た
置
場
も
利

用
者
の
増
加
に
追
い
つ
け
ず
、自
転
車

を
置
く
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た

。
ま
た
、
限
り
な
く
置
場
を
つ
く
る

こ
と
は
、
不
可
能
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
で

、
い
ま
区
は
苦
し
ん
で
い
る

わ
け
で
す
。
こ
の
自
転
車
置
場
の
問
題

は
、区
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

自
転
車
を
利
用
す
る
方
の
協
力
が
な
け

れ
ば
、正
し
い
ル
ー
ル
は
保
て
ま
せ
ん

。

「
歩
く
運
動
」
へ

ご
協
力
を

さ
て
、そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。区
で
は
、一
つ
の
試

み
と
し
て
「歩
く
」こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。

あ
な
た
は
、一
日
ど
の
く
ら
い
歩
い

て
い
ま
す
か
。歩
く
こ
と
は
全
身
運
動

で
、一
番
て
っ
取
り
早
い
健
康
法
で

す
。自
転
車
利
用
の
方
で
、徒
歩
通
動

な
ど
が
可
能
な
場
合
は
、で
き
る
限
り

自
転
車
の
利
用
を
や
め
、
「歩
く
運

動

」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

こ
の
よ
う
に
区
で
も
、自
転
車
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

区
民
の
方
で
、何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
・

提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ど
し
ど
し
、

区
の
方
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
区
民
譚
自

転
車
安
全
利
用
対
策
へ
。

歩道 にハ ン ラン する自 転 車

今月末日が最終納期限

国民年金の特例納付

国
民
年
金
の
「老
齢
年
金
」を
受
け

る
た
め
に
は
、六
十
歳
ま
で
に
保
険
料

を
二
十
五
年
間
納
付
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。(
た
だ
し
、明
治
四
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
は
、
納
付
年
数
が
生
ま

れ
た
日
に
よ
り
別
表
の
と
お
り
十
年
か

ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
)

保
険
料
は
、原
則
と
し
て
二
年
間
を

過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
か

で
き
な
く
な
り
ま
す

、
し
か
し
、
今
な

ら
特
例
納
付
に
よ
り

、
時
効
で
消
滅
し

た
昭
和
四
十
八
年
三
月
以
前
の
納
め
忘

れ
の
か
け
金
が
一
か
月
九
百
円
で
納
め

ら
れ
ま
す
。

特
例
納
付
の
期
限
は
今
月
末
日
ま
で

で
す
。

受
給
資
格
年
数
に
一
か
月
で
も
足
り

な
い
と
、
将
来
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
、国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
や
過
去
に
加
入
し
て
い
た
方
(
強
制

加
入
者
に
限
る
)
で
保
険
料
を
納
め
忘

れ
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

納
め
て
確
実
に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
扱
い
は
、
強
制
加
入
者
(
明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で

、
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
)

に
限
ら
れ
ま
す

。

納
め
る
用
紙
(
国
庫
納
付
書
)
は
、郵

便
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
納
め
る
期

間

、
金
額
な
ど
を
記
入
し
、
郵
便
局
ま

た
は
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
三
十
五
歳
以
上
の
方
(
強
制
加

入
対
象
者
)
は
、今
月
が
加
入
の
最
後

の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
至
急
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

未
納
期
間
や
保
険
料
額
が
わ
か
ら
な

い
方
、ま
た
、加
入
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課
へ
ど

う
ぞ
。

老齢年金受給資格期間表

区立大谷田幼稚園( 仮称) の
新 入 園 児 を 募 集

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
新
し
く
開
園
す
る
区

立
大
谷
田
幼
稚
園
(
仮
称
)
の
園
児
を
次
の
要

領
で
募
集
し
ま
す
。

足
立
区
で
は
、流
入
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て

公
共
施
設
か
不
足
が
ち
に
な
る
の
を
補
う
た
め
「区

中
高
層
建
築
物
指
導
要
綱
」を
設
け
て
い

ま
す
。こ
の
ね
ら
い
は
、五
百
戸
以
上
の
大
規

模
住
宅
の
建
築
主
に
、見
返
り
と
し
て
公
共
施

設
を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

こ
の
幼
稚
園
は
、建
築
主
に
幼
稚
園
を
建
て

さ
せ
る
も
の
で
は
二
十
三
区
で
初
め
て
。区
立

で
四
番
目
の
幼
稚
園
に
あ
た
り
、大
谷
田
二
丁

目
に
建
設
中
で
す
。

応
募
資
格
-
区
内
に
住
む
(
1
)
昭
和
四
十
六
年
四

月
二
日
～
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
(
四
歳
児
)
(
2
)
四
十
五
年
四
月
二

日
～
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
(
五
歳
児
)

募
集
人
員
-
四
歳
児
(
三
十
名
)
・
五
歳
児

(
百
二
十
名
)

受
付
場
所
-
区
役
所
第
十
八
出
張
所
(
中
川
四

丁
目
四
三
丁
四
)
　
六
〇
五
-
八
四
七
一

受
付
日
時
-
二
月
十
日
(
水
)
～
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
～
三
時

選
考
日
時
-
第
一
次
選
考
(
抽
選
)
十
二
月
二

十
日
(
土
)
　
五
歳
児
…
午
前
十
時
　
四
歳

児
…
午
後
一
時

第
一
次
選
考
場
所
-
区
立
中
川
小
学
校
体
育
館

第
二
次
選
考
-
面
接
七
健
康
診
町
は
区
立
関
屋

幼
稚
園
で
行
な
い
ま
す
。

募
集
要
綱
、申
込
用
紙
な
ど
は
、区
教
育
委
員

会
学
事
係
で
十
二
月
五
日
(
金
)
か
ら
お
渡

し
し
ま
す
。時
間
は
、午
前
九
時
～
午
後
五
時
。

土
曜
日
は
午
前
中
。

問
い
合
わ
せ
は
、教
育
委
員
会
学
事
係
(
足

立
区
千
住
仲
町
五
八
)
へ
。

二
月
分
の
受
付
は

一
月
六
日
(
火
)

区
民
保
養
所
〝あ
だ
ち
荘
〟

区
民
保
養
所
「湯
河
原
あ
だ
ち
荘
」

は
、
年
末
・
年
始
の
十
二
月
二
十
八
日

か
ら
一
月
四
日
ま
で
休
館
し
ま
す

。

ま
た
、
来
年
二
月
分
の
利
用
申
込
み

は
、
一
月
六
日
(
火
)
に
受
付
を
開
始

し
ま
す

。
特
に
土
曜
日
や
日
曜
・
祭
日

の
前
日
は
利
用
希
望
が
多
い
た

め
、
抽
せ
ん
に
な
り

ま
す

の

で
、
受
付
開
始
日
の
午
前
九
時

ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
抽
選
日
時
　
一
月
六
日
(
火
)

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
。

▽
抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階
大

会
磯
室
、な
お
、利
用
希
望
日

に
特
に
指
定
か
な
い
方
は
、

な
る
べ
く
一
月
六
日
(
火
)

の
午
後
か
翌
日
以
降
に
、
左

記
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
待

た
ず
に
申
込
み
か
で

き

ま

す
。

▽
受
付
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
受
付
場
所
　
区
民
部
管
理
課
管
理
係

(区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
前
)

写
真
は
、湯
河
原
あ
だ
ち
荘

12月 のセンター・児童館・老人館だよ り
□

東

部

区

民

福

祉

セ

ン
タ

ー

　
　六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
コ
ー
ラ
ス
-
七
日
(
日
)
午
前
十
時
■
つ
ま
み
画
-
九
日
(
火
)

午
後
一
時
…
材
料
費
千
四
百
円
■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
-
十
日

(
水
)
午
前
十
時
…
材
料
費
千
円
■
も
ち
つ
き
大
会
-
十
四
日

(
日
)
午
前
十
時
■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
-
二
十
日
(
土
)
午

後
二
時
…
定
員
二
百
二
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
九
-
四
六
六
一

■
子
ど
も
映
画
会
-
六
日
・
十
三
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
■

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
-
十
三
日
(
土
)
午
後
三
時
・
十
七
日
(
水
)
午

後
二
時
三
十
分
■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
-
二
十
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
…
定
員
八
十
名
■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会
-
二
十

四
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
員
二
百
名

□

西

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
児
童
映
画
会
-
六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時
■
餅

つ
き
大
会
-
七
日
(
日
)
午
後
二
時
■
老
人
お
し
る
こ
会
-
七

日
(
日
)
午
前
十
時
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
-
十
日
・
十
七
日
(
水
)

午
後
二
時
■
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
-
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時

■
老
人
健
康
相
談
-
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　八
八
千

二
七
六
五

■
お
年
寄
と
職
員
の
懇
談
会
-
九
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
■

老
人
踊
り
教
室
-
十
日
・
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
■
老

人
民
謡
教
室
-
十
一
日
・
十
八
日
(
木
)
午
後
一
時
■
子
ど
も
映

画
会
-
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
■
老
人
健
康
相
談
-
十

六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
■
ク
リ
ス
マ
ス
会
-
二
十
四
日

(水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
八
九
七
-
六
九
四
八

■
三
周
年
記
念
展
示
会
-
十
七
日
(
水
)
～
十
九
日
(
金
)
午
前
九

時
■
三
周
年
記
念
お
た
の
し
み
会
-
十
七
日
(
水
)
十
九
日
(
金
)

午
時
一
時
■
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
-
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
九
一
二
-
三
四
二
一

■
老
人
カ
ル
タ
会
-
七
日
(
日
)
午
前
十
時
■
親
子
読
書
会
-
七

日
(
日
)
午
後
二
時
■
年
忘
れ
老
人
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
-
十
四
日

(
日
)
午
後
一
時
■
ク
リ
ス
マ
ス
会
-
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
　
八
八
二
-
一
二
八
八

■
老
人
民
謡
教
室
-
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
■
子
ど
も
映
画
会

-
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時

□

本

木

東

児

童

館

　
　八
四
九
-
三
〇
〇
五

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
-
六
日
(
土
)
午
後
三
時
四
十
分
■
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
を
う
た
お
う
-
十
一
日
(
木
)
午
後
三
時
三
十
分
■
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
-
十
六
日
(
火
)
・
十
七
日
(
水
)
午
後
二
時
■

紙
芝
居
-
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
四
十
分
(
た
だ
し
十
六
日
は
や

す
み
ま
す
)

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

■
子
ど
も
手
芸
教
室
-
七
日
(
日
)
午
前
十
時
…
定
員
二
十
名
■

押
絵
の
た
ん
ざ
く
作
り
-
十
日
(
水
)
午
前
十
時
…
教
材
費
四
百
五

十
円
■
子
ど
も
映
画
会
-
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
■

老
人
囲
碁
大
会
-
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
■
ク
リ
ス
マ
ス
会
-

二
十
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
施
設
の
事
務
室
へ
>

〔材
料
費
の
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〕

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

み
ん
な
で
あ
た
た
か
い
暮
ら
し
を

師
走
を
む
か
え
、日
増
し
に
寒
さ
が
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。暖
か
い
冬
を
す
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、区
で
は
「ひ
と
り

慕
ら
し
の
お
年
寄
り
」や
「か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
」
、さ
ら
に
「生
活
に
お
困
り
の
家
庭
」な
ど
に
、い
ろ
い
ろ
な
福
祉
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。あ
た
た
か
い
心
を
寄
せ
あ
っ
て
、明
日
の
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

年
末
見
舞
金
を

年
末
を
む
か
え
て

、
区
で
は
昭
和
五

十
年
十
一
月
一
日
現
在
、
生
盾
保
護
受

給
中
の
世
帯
に
、
見
舞
金
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。

支
給
金
額

一
人
世
帯
…
…
二
千
円
、世
帯
員
一

人
増
す
ご
と
に
千
円
を
加
算
し
、
六
人

以
上
の
世
帯
は
七
千
円

。

た
だ
し

、
単
身
入
院
世
帯
は
千
五
百

円
で
す
。

支
払
い
方
法

こ
の
見
舞
金
は
、口
座
の
あ
る
世
帯

に
は
、十
二
月
分
の
保
護
費
定
例
払
い

に
合
わ
せ
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

な
お
、
口
座
の
な
い
方
に
は
別
途
通

知
し
て
、
区
役
所
援
護
課
の
窓
口
で
お

渡
し
し
ま
す
。

お
産
を
真
近
に

ひ
か
え
て

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
い
て
、
入
院
助
産
施
政
の
入
所

な
ど
の
、
相
談
受
付
け
を
行
な
っ
て
い

ま
す

。

こ
れ
は
、妊
産
婦
か
入
院
し
て
分
べ

ん
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、経
済
的
に
そ
の
費
用
の
全
部
ま
た

は
、一
部
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
家

庭
の
た
め
の
制
度
で
す

。

資
格
要
件

▽
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

▽
前
年
分
所
得
税
(
困
税
)
額
が
、

九
千
六
百
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
前
年
分
の
所
得
税
額
並
び
に
区
民
税

順
の
わ
か
る
も
の

▽
健
康
保
険
証

、
▽
母
子
手
帳

▽
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、あ
な
た
の
住
所
地
を

管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。福

祉
ベ
ル

区
で
は
、ひ
と
り
一
ら
し
や
ね
た
き

り
の
状
態
で
生
盾
さ
れ
て
い
る
お
年
寄

り
に
、事
故
を
防
止
し
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の

よ

う

に
、
二
種
類
の
福
祉
ベ
ル
を
取
付
け
て

い
ま
す

。

◎
非
常
ベ
ル

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
し
て
取
付
け
ま
す

。
急
病
や
そ
の
他

非
常
の
と
き
に
ベ
ル
を
鳴
ら
し
、
ご
近

所
の
方
の
協
力
で
、
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

◎
連
絡
用
ブ
ザ
ー

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
対
象
と
し

て
取
付
け
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
連
絡
の
利
便
と
、
事
故
防
止
を
は

か
る
た
め
の
も
の
で
す
。

取
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
や
く
わ
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
老
人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

家
事
援
助
者
を

派

遣

心
身
障
害
者
を
か
か
え
て
い
る
世
帯

に
、
区
内
の
家
政
婦
紹
介
所
か
ら
家
事

援
助
者
を
派
遣
し
て
、
身
の
回
り
の
世

話
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

▽
重
度
の
精
薄
、
ま
た
は
二
級
以
と
の

身
体
障
害
者
か
い
て
、
日
常
の
生
活
に

介
護
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

▽
中
度
以
上
の
精
薄
、
あ
る
い
は
二
級

以
上
の
身
体
障
客
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
、
そ
の
方
を
介
護
す
る
家
族
が
一
時

的
な
疾
病
な
ど
で
、
そ
の
世
帯
の
日
常

生
活
が
著
し
く
さ
ま
た
け
ら
れ

る
と

き
。た

だ
し
、
次
の
方
は
派
遣
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
す
で
に
、
福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭
奉

仕
員
か
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
。

サ
ー
ビ
ス
は
…

食
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
身
の
回
り
の

世
話
な
ど
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
愛
の

手
帳
。

受
付
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
援
護
係
(
二
階
)
へ
ど
う
ぞ
。

受
け
よ
う
…
「
予
防
接
種
」

<
小
児
ま
ひ
・
生
ワ
ク
チ
ン
>

小
児
ま
ひ
の
予
防
接
種
(
生
ワ
ク
チ

ン
)
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ
い

。

予
防
接
種
の
種
類
と
対
象
者

○
一
回
目
-
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
一

日
か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、お
よ
び
昭
和

四
十
九
年
卜
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、こ
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
方

〇
二
回
目
-
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、お
よ
び
こ
れ

以
前
に
生
れ
た
方
で
、一
回
目
の
予

防
接
種
を
終
了
し
、二
回
目
を
受
け

て
い
な
い
方

実
施
月
日
お
よ
び
会
場

〇
十
二
月
十
日
(
水
)
…
東
溯
江
心

柳
原
小
、本
木
小
、梅
島
小
、溯
江

第
二
小
、千
寿
第
六
小
、千
住
保
健
所

〇
十
二
月
卜
一
日
(
木
)
…
大
谷
田
小
、

鹿
浜
西
小
、花
畑
心
栗
鳥
小
、千
寿

第
二
小

〇
十
二
月
十
二
日
(
金
)
…
伊
具
小
、

関
原
小

、
宮
城
小

〇
十
二
月
十
五
日
(
月
)
…
花
畑
西
小
、

舎
人
小
、江
北
小
、綾
瀬
小

〇
十
二
月
十
六
日
(
火
)
…
西
新
井
第
一

小
、
千
寿
第
五
小

〇
十
二
月
十
七
日
(
水
)
…
亀
田
小
、

新
田
小
、竹
の
塚
小
、鹿
浜
第
一
小

○
十
二
月
十
八
日
(
木
)
…
弘
道
第
一

小
、
溯
江
心

足
立
保
健
所

受
付
時
間

午
後
二
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

持
参
す
る
も
の

予
防
接
種
記
録
票
、問
診
票
、母
子

健
康
手
帳
、上
ば
き
(
会
場
が
学
校

の
場
合
)

そ
の
他

○
該
当
者
に
は
、
個
別
に
通
知
を
し
て

あ
り
ま
す
が
、
通
知
か
届
か
な
か
っ

た
り
紛
失
し
た
方
は

、
保
健
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
教
室
内
の
も
の
に
手
を
ふ
れ
た
り
、

授
業
の
め
い
わ
く
に
な
ら
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

足
立
保
健
所

　
八
四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
八
八
八
-
四
二
七
七

自
作
の
タ
コ
を
大
空
へ

新
し
い
年
を
む
か
え
、
子
ど
も
た
ち

の
ゆ
た
か
な
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む
た

め
「
新
年
子
ど
も
た
こ
あ
げ
大
会
」
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

今
か
ら
準
備
を
す
す
め
、
冬
休
み
を

利
用
し
て

、
自
分
の
創
意
と
工
夫
を
い

か
し
た
「た
こ
」を
作
り
、大
空
い
っ

ぱ
い
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
昭
和
五
上

年
一
月

十
八
日
(

日
)
午
後
一
時
(
雨
天
の
場
合
は

一
月
二
十
五
日
)
　

場
所
　
区
営
千

住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
　
参
加
対
象
　
区

内
少
年
団
体
子
ど
も
会
会
員

大
会
内
容

(
1
)
個
人
競
技
だ
こ
の
形
・
デ
ザ
イ

ン
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
も
の
を
自

分
で
作
り
、
審
査
を
受
け
る

。
た
こ

の
大
き
さ
は
、
た
て

、
よ
こ

、
各
七

十
セ
ン
チ
以
内
と
す
る
。

(
2
)
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
各
地
区
少
年
団

体
協
議
会
の
代
表
遇
手
に
よ
り

、
飛

し
ょ
う
に
つ
い
て
競
技
を
行
な
う

。

(
3
)
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「日
本
の
凧

の
会
」に
よ
る
、日
本
お
よ
び
世
界

各
地
の
だ
こ
の
飛
し
ょ
う
実
演

※
個
人
競
技
申
込
み
に
つ
い
て
は
、自

作
の
た
こ
を
も
ら
、一
月
十
三
日
(
火

)
午
後
五
時
ま
で
に
教
育
妾
出

会
青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、大
会
当
日
は
、参
加
者
先
着

二
千
名
に
角
た
こ
「し
し
舞
い
」を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

み
ん

な

の

豆
知

識

公選法の
一部改正

～
立
札
・
看
板
な
ど
～

問
　
「〇
〇
後
援
会
連
絡
所
」と
い
う

立
札
・
看
板
を
、街
中
に
た
く
さ
ん

見
受
け
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
の
発
行
す
る

表
示
物
を
付
け
て
い
れ
ぱ
よ
い
の
で

す
が
、連
絡
所
と
し
て
の
実
態
も
な

く
、連
絡
所
の
仕
事
を
し
て
い
な
い

も
の
は
掲
示
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

問
　
「〇
〇
報
告
会
」と
い
う
べ
ニ

ヤ
板
に
裏
打
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
あ

り
、主
催
者
は

「〇
〇
後
援
会

」と

な
っ
て
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か

。

答
　
後
援
会
な
ど
が
行
な
う
、日
常

の
政
冶
活
動
の
中
で
、ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
す
る
場
合
、
ベ
ニ
ヤ
板
等
で
裏

打
ち
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す

。

～
寄
付
・
贈
物
な
ど
～

問
　
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
し
て

は
い
け
な
い
人
は
、
ど
ん
な
人
た
ち

で
す
か
。

答
　
現
職
に
あ
る
議
員
、知
事
、区

長
お
よ
び
選
挙
に
立
候
補
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
で
す
。

問
　
い
っ
さ
い
の
寄
付
が
禁
止
さ
れ

た
そ
う
で
す
が
、ど
ん
な
も
の
が
寄

付
に
な
り
ま
す
か
。

答
　
現
金
や
品
物
の
ほ
か
、
祝
儀
や

香
典
・
花
輪
を
贈
る
こ
と
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

問
　
議
員
自
身
が
寄
付
で
き
な
い
な

ら
ば
、
奥
さ
ん
の
名
前
で
寄
付
で
き

ま
す
か
。

答
　
ほ
か
の
人
の
名
前
を
か
り
て
、

寄
付
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
　
お
祭
り
や
町
会
の
寄
合
い
の
と

き
、議
員
か
ら
、奉
納
や
寄
付
を
受

け
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
こ
れ
ら
の
寄
付
行
為
は

、贈
る

こ
と
も
受
け
る
こ
と
も
一
切
で
き
ま

せ
ん
。

自
転
車
と
バ
ス
の

専
用
レ
ー
ン
で
き
る

〝自
転
車
専
用
〟が
ひ
と
目
で
わ
か

る
カ
ラ
ー
マ
ー
ク
で
表
示
さ
れ
た
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
が
、こ
の
ほ
ど
赤
山
街

道
に
完
成
し
ま
し
た
。自
転
車
と
バ
ス

の
専
用
レ
ー
ン
が
並
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
自
転
車
レ
ー
ン
は
、
歩

道
や
車
道
に
白
線
を
引
い
た
だ
け
の
た

め
、
区
分
が
は
っ
き
り
せ
す
、
自
転
車

と
歩
行
者
間
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
白
線
の
内

側
に
黄
色
い
破
線
と
ゲ
リ
ー
ン
の
V
字

を
表
示
し
ま
し
た
。

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
は
、
赤
山
街
道

の
竹
の
塚
駅
入
口
か
ら
は
ん
の
木
橋
ま

で
の
一
・
四
キ
ロ
。
上
下
両
車
線
に
幅

一
・
二
㍍
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
あ
り

ま
す

。(
写
真
は
、
竹
の
塚
駅
近
く
の

赤
山
街
道
)

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
6
1
)

東
京
の
部
落
問
題

「東
京
に
部
落
差
別
は
な
い
」と
か
「

東
京
で
は
差
別
は
自
然
に
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
」と
い
う
人
々
が
い
ま

す
。そ
の
根
拠
と
し
て
「東
京
は
混

住
が
す
す
み
、地
域
か
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
」と
い
う
の

で
す
が
、本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

私
達
部
落
解
放
同
盟
は
都
内
で
足

立
・
台
東
・
荒
川
・
墨
田
・
葛
飾
・

江
東
・
品
川
・
練
馬
の
そ
れ
ぞ
れ
に

組
織
が
あ
り
ま
ず
か
、こ
れ
ら
の
地

区
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、部
落
民

を
は
じ
め
様
々
な
被
差
別
者
が
他
区

に
比
べ
て
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と

で
す

。
と
り
わ
け
部
落
地
域
と
そ
の

周
辺
に
こ
れ
ら
の
人
々
が
密
集
し
、

ス
ラ
ム
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
数
多
く
あ
り
ま
す

。

こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、も
と
も

と
部
落
が
崖
っ
ぷ
ち
や
阿
川
敵
等
、

生
活
す
る
上
で
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ

に
強
制
約
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
す
。

た
し
か
に
近
年
混
在
は
す
す
み
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
部
落
差
別
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。反
対
に
他
県
の
部
落
出
身
者
や

様
々
な
被
差
別
者
に
よ
っ
て
、一
大

被
差
別
地
域
が
形
成
さ
れ
、都
市
部

剏
特
有
の
実
態
が
露
わ
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
-
七
七
六
九
)

掲
示
板

■
建
物
の
建
設
に
は

「
工

事

監

理

者

」
を

建
築
主
が
建
物
を
建
て
る
場
合
、

安
全
で
適
正
な
工
事
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
、
「工
事
監
理
者
」を
置
く
こ

と
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
確
認
申
請
の
際
に
、
「工
事

監
理
者
」か
決
ま
っ
て
い
な
い
と
き

で
も
、建
築
工
事
を
始
め
る
三
日
前

ま
で
に
は
「工
事
監
理
者
届
」を
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
建

築
指
導
課
庶
務
係
へ
。

■
「公
害
防
止
の
手
引
」

の

ご

利

用

を

こ
の
た
び
区
内
で
、工
場
・
事
業

所
を
営
む
方
に
対
し
、公
害
の
規
制

と
防
止
方
法
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
、区
で
は
「公
害
防
止
の
手
び
き
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

必
要
な
方
は

、
左
記
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

頒
布
部
数
　
九
百
部
(
無
料
)

頒
布
場
所
　
区
役
所
公
害
課
(
仲
町

分
室
二
階
)

■
ふ
る
っ
て
参
加
を

「
区

民

駅

伝

大

会

」

日
時
　
一
月
十
一
日
(
日
)
午
前
九
時

場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
か
ら
江
北
橋
間
)

チ
ー
ム
編
成
　
く
わ
し
く
は
前
号
金て

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
十
二
月

二
十
四
川
(
水
)
ま
で
に
教
育
委
員
会

体
育
課
へ

。

■
区
民
ス
キ
ー
教
室

教
育
委
員
会
で
は
、
左
記
に
ょ
り

区
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
第
一
次
(
初
、中
級
者
の
み
)

日
程
　
一
月
十
六
日
(
金
)
～
一
月
十

九
日
(
月
)
三
泊
四
日

場
所
　
新
潟
県
小
出

費
用
　
一
万
一
千
八
百
円
(
列
車
利

用
)

定
員
　
九
十
一
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

集
合
　
一
月
十
六
日
(
金
)
午
後
五
時
三
十

分
(
上
野
駅
)

▼
第
二
次
(
初
、中
、上
級
者
)

日
程
　
二
月
十
四
日
(
土
)
～
二
月

十
七
日
(
火
)
、三
泊
四
日

場
所
　
新
潟
県
赤
倉
温
泉

費
用
　

一
万
二
千
五
百
円
(

バ
ス
利

用
)

定
員
　
九
十
四
名
(

定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

集
合
　
二
月
十
四
日
(
土
)
午
後
九

時
(
区
役
所
前
)

参
加
資
格
　
満
十
八
歳
以
上
で
、区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

申
込
み
方
法
　
十
二
月
十
日
(
水
)

か
ら
。
左
記
へ

、
現
金
を
添
え
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委

金貝
会
体
育
課
へ
。

■
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
程
　
十
二
月
三
十
一
日
(
水
)
～

一
月
四
日
(
日
)
、四
泊
五
日

場
所
　
妙
高
池
の
平
温
泉

費
用
　
二
万
三
千
円
(
バ
ス
利
用
)

定
員

九
十
名
(
先一
順
)

申
込
み
先
　
日
比
(
千
住
三
-
七
五
)
　

八
八
二
-
七
九
〇
〇

主
催
　
足
立
区
ス
キ
ー
協
会

そ
の
他
　
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
バ

ッ
ヂ
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

■
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン

ス

ヘ

ご

参

加

を

日
時
　
十
二
月
十
八
日
(
木
)
、午

後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
野
第
三
小
学
校
体
育
館

参
加
費
　
百
円

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
　
八
八
一
-
九
〇
五
八

■

紙

門

松

の
ご

利

用

を

紙
門
松
も
、み
な
さ
ん
の
ご
理
解

に
よ
り
、十
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
自
然
と
資
源
を
守
る
た

め
、区
で
は
今
年
も
紙
門
松
を
作
成

し
、全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

簡
素
な
紙
門
松
で
、緑
の
資
源
愛
護

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
霜
害
で
休
止
の

野

球

場

・

庭

球

場

区
営
野
球
場
お
よ
び
庭
球
場
の
う

ち
次
の
施
設
は
、
霜
客
の
た
め
休
止

に
し
ま
す
。

期
間
と
場
所

〇
野
球
場
、十
二
月
二
十
六
日
～
二

月
末
日
(
予
定
)

上
沼
田
東
公
園

〇
庭
球
場
、十
二
月
十
五
日
～
三
月

末
日
(
予
定
)
北
千
住
公
園
、尾

竹
橋
公
園
、
宮
元
公
園

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
貝
会
体
育

管
理
係
へ

■

区

民

ス

ポ

ー

ツ

教

室

の

休

講

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、十
二
月

二
十
日
～
一
月
十
七
日
ま
で
休
講
し

ま
す
。な
お
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

も
十
二
月～
二
月
末
日
ま
で
休
講
し

ま
す
。豚

肉
・
鮮
魚
の

安
売
り
デ
ー

豚
肉
-
十
二
月
十
三
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

鮮
魚
-
十
二
月
十
九
日
(
金
)

※
青
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

■
下
町
に

青

年

の

輪

を

第
十
三
回
若
人
の
祭
典

「
青
年
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
い

う
声
が
大
き
く
実
り
、
「
若
人
の
祭

典

」
と
し
て
青
年
の
文
化
象
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
七
日
(
日
)
午
前
十

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

場
所
　
足
立
区
青
年
館
(
東
武
線
大

師
前
駅
下
車
)

参
加
費
用
　

無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
若
人
の
象
典
実
行

委
員
会
(

足
立
区
青
年
館
内
)
　

八
九
〇
-
〇
〇
六
一

■
郵
政
職
員
を

募

集

し

ま

す

職
種
・
受
験
資
格
-
外
務
職
、保
険

昭
和
二
十
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十

三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
、来
春
卒
業
見
込
み
含
む

受
付
締
切
-

十
二
月
二
十
日
ま
で

試
験
日
-
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
一

日
(
日
)
、(
詳
細
は
申
込
み
時
に
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

、
区
内
の

最
寄
り
の
郵
便
局
へ
ど
う
ぞ
。

電

話
の

夜
間

通

話

を

割

引
き

午
後
八
時
～
翌
日
の
午
前
七
時
ま

で
の
通
話
は
、
東
京
か
ら
六
〇
㎞

を
超
え
る
と
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
車
椅
子
(
児
童
用
)

の

ご

利

用

を

中
央
図
書
館
の
一
階
児
童
室
へ
、

児
童
用
の
車
椅
子
(
一
台
)
を
用
意

し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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